


社について

　Erick M. Carreira 教授は、1984年にScott E. Denmark氏のもとで
イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校にて理系の学位を取得されました。
その後、1990年にDavid A. Evans氏のもとでハーバード大学にてPh.D.を
取得されました。

　1992年後半、Peter Dervan 氏と共にポストドクターとしてカリフォルニア
工科大学に従事した後、化学分野の助教授として同施設の教員に
なられました。1996年春には准教授へ昇進し、1997年春に教授に就任され
ました。

　1998年9月から現在まで、Erick Carreira 氏はETH-Zürichの有機化学
研究施設の教授を務めておられます。また、2011年以降、ETH-Zürichの
システム生理学および代謝疾患のコンピテンスセンターのメンバーにも
なっています。

Erick M. Carreira 教授はSpiroChem 社の共同設立者の1人です。
また、Erick Carreira 氏は取締役会のメンバーであり、
　　　　　　　　　　　SpiroChem 社の科学諮問委員会の議長も務めています。

Erick M. Carreira 教授（チューリッヒ工科大学）

　SpiroChem AG（以下、SpiroChem 社）は2011年にチューリッヒ工科大学
（以下、ETH-Zürich） のErick Carreira 教授の研究グループから派生・設立
されたスイスのファインケミカルカンパニーです。
　SpiroChem 社は、創薬を目的とした新規ビルディングブロック分野の世界
的な先端企業およびバイオイソスタースイッチ戦略の専門組織としての地位を
確立しています。そして、バイオテクノロジーや製薬業界から世界をリードする
ファインケミカル企業に至るまで幅広い顧客を有しています。



生物学的同等体（Bioisostere）のリーディングカンパニー

●ビシクロ[1.1.1]ペンタンとフェニル基の生物学的同等体

●生物学的同等体（Bioisostere）の例

　SpiroChem 社は生物学的同等体に関して世界的なリーディングカンパ
ニ ー と し て 認 知 さ れ て い ま す 。 特 に 需 要 性 が 高 い 領 域 で あ る コ ン フ ォ
メ ー シ ョ ン が 固 定 さ れ た 分 子 と 生 物 学 的 同 等 体 の 構 想 に お い て 、
先 端 的 な 地 位 を 確 立 し て き ま し た 。 そ の た め 、 彼 ら は 様 々 な 官 能 基
（ 例 え ば 酸 、 ア ミ ド 、 複 素 環 、 親 油 性 基 、 ベ ン ゼ ン ） の 生 物 学 的 同 等 性 の
ある置換体を提供することが可能です。

　SpiroChem 社はビシクロ[x.y.z]アルカン、キュバンおよび他のケージ分子
に関しても先進的な地位を築いています。これらの分子は高いsp3炭素の
特性を有し、通常、平面性のある芳香族置換基に対する優れた等価性のある
代替となることが知られています。
　SpiroChem 社はこれらの分子の設計に関する多大な知識、経験を有して
おります。そのため、クライアントの必要に応じてこれらの誘導体を製造したり、
医薬品候補化合物へこれらの分子を導入するサービスを行っています。
　特にビシクロ[1.1.1]ペンタン誘導体に関しては、SpiroChem 社の豊富な
経験に基づき、独自に開発した製造技術を所有しています。
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